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支援金総合計17,103,058円に！！ 詳細２頁 

イギリス研修（10月9日出発）あと3人で締め切ります。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

☆改正 NPO法が成立しました！！ 
 

http://www.yomiuri.co.jp/politics/news/20110615-OYT1T00319.htm 
 

税制優遇措置を受けられるＮＰＯ法人の認定基準を緩和する改正特定非営利活動促進法（ＮＰＯ

法）が１５日午前、参院本会議で全会一致で成立した。 

これにあわせて市民協も認定 NPO 法人になる具体的な準備に入ります。100名の3000円の年間寄付

がありますと認定 NPO 法人になることができます。会員各位に1口3000円のご寄付をお願いします。 

以下は、読売新聞の情報です。 

 国内の約４万３０００のＮＰＯのうち、税制上の優遇が受けられる「認定ＮＰＯ法人」は約２１

０法人だけで、「認定要件が厳しすぎる」「申請手続きが煩雑」などの批判があった。このため、改

正ＮＰＯ法は、認定権限を国税庁から都道府県と政令市に移し、手続きの迅速化を図るほか、「事業
収入のうち、寄付が５分の１以上」という現行基準に「３０００円以上の寄付者が１００人以上」

「条例による指定」を加え、選択できるようにした。東日本大震災の復旧・復興に取り組むＮＰＯ

の後押しとなることが期待されている。（2011年6月15日11時00分  読売新聞） 

 

☆改正介護保険法などのポイント 
 

 6月15日の参院本会議で可決・成立した、介護保険法や老人福祉法などを改正する「介護サービス

の基盤強化のための介護保険法等の一部を改正する法律」には、24時間対応で行う「定期巡回・随

時対応型訪問介護看護」や、訪問看護と小規模多機能型居宅介護を同一の事業所で運営できる「複

合型サービス」など、新たな地域密着型サービスの創設が盛り込まれた。また、介護療養病床につ

いては、廃止期限を2017年度末まで6年間延長することも決まった。このほか、14日の参院厚生労働

委員会で示された同法の附帯決議には、介護療養病床について3－4年後に実態調査し、その結果に

基づいて必要な見直しを検討することなどが明記された。 

 同法の概要と附帯決議の内容が掲載された記事 

：http://www.cabrain.net/news/article/newsId/34670.html（キャリアブレイン、6月15日） 

 

「市民協共済」募集のお知らせ 

 

市民協では 職員皆様の福利厚生を目的に年１回 『市民協共済』を募集しています 

共済の特徴は  （引受会社 全労済） 

http://www.yomiuri.co.jp/politics/news/20110615-OYT1T00319.htm
http://www.cabrain.net/news/article/newsId/34670.html


１．本人のみならずご家族の死亡弔慰金 

２．火災・落雷・地震・風水害の住宅災害見舞金 

３．お子様の出生・小学校・中学校入学時の祝い金 

４．交通事故の死亡・入院・通院の補償 

掛金（保険料）は １人当たり 年間 ２０００円です。 

共済補償期間 ７/ 1  ～ ６/30  １年間 

募集期間 ６/1 ～ ６/20    お願いします 

詳しくは 市民協事務局 (03-6809-1091)へ お問い合わせください。 

継続の団体様も継続の手続きをお願いいたします。 
 

市民協会報『優しい福祉』を創刊 

 市民協は活動内容が多彩になってきました。それを会員の皆さんにお知らせするために会報『優

しい福祉』を発刊しました。間もなくできあがりますので、会員の皆さんに発送します。年間2回刊

です。 

≪被災地情報≫ゴーヤの効果！！ 

≪田中尚輝ブログより http://blog.canpan.info/tanaka-naoki/≫ 

被災地でゴーヤが人気だ。「東日本大震災復興 NPO 支援・全国プロジェクト」では6月5日に東松
島市のひびき工業団地の仮設住宅でゴーヤの苗を植えた。埼玉県狭山市の NPO の奥富さんと言うゴ

ーヤの専門家も参加。無機質な仮設住宅にネットを張り、植木鉢を置き、3本ずつの苗を植えた。こ

れには狭山市のＪＣに所属する大工さんが手際よくネットを張ってくれた。 

ゴーヤは成長が早いのと日陰になり緑のカーテンとして室内気温が２～3度下がる効果がある。 

 さて、このゴーヤが広がっている。仙台の近藤さんから被災地支援、山元町の「ささえ愛山元」

（中村理事長）の支援を通じで次のようなメールがあった。 

 6月5日に「パラソル喫茶」を実施した仮設住宅ひびきでのゴーヤ植えとは尐し違っていて、ほと

んどが農家の人なのでプランターと土と苗、支柱を渡して、持って帰れない人に運んであげた。 

山元町全体のゴーヤを買い占めたようになって、よその人がそこまで応援してくれるのかと 地元の

苗屋さんが、肥料をサービスしてくれたとのこと。 

 3週間経ったら、追肥する必要があるとのこと、肥料をもって訪問するそうです。それまでは、米

のとぎ汁をかけると良いそうです。 

  ゴーヤは苦いから嫌いなのと[きゅうり]をもって行った人もいます。中村さんの案で、なるべく

たくさんの人にいきわたるようにゴーヤは限りがあるので、きゅうりも準備しました。 

今度、山元で「パラソル喫茶」をしましょう！！ 

「半袖が欲しい」「自転車が欲しい」「津波でいっぱい泣いたけど、今日が一番うれしい」 

「また来てね、また来るよ」と、ささえ愛のスタッフと約束していました。 

 

 以上が近藤さんの報告です。東松島の「すみちゃんの家」と同じように、ささえ愛山元も支援し

よう。 

  

石川県・轟さんから「ひまわり」の種の寄付 
 石川県の轟さんからひまわりの種2キログラムが「東日本大震災復興・NPO 支援全国プロジェクト」

に寄せられました。ゴーヤと共に受け付けます。 

 

 

支援金総合計17,103,058円に！！  

http://blog.canpan.info/tanaka-naoki/


≪新規分≫ 

たすけあい伊奈 35,000、金内惟行 30,000、市民生活支援センター ふくしの家

14,266 

≪既存分≫ 

ひだまり（2回目） 30,000、宅老ちよだひまわりの会 20,000、ふれあいネットまつど 41,000, りんり

ん 100,000、藤崎由美子 50,000、漆原富紀子（5月分）5,000、たすけあい佐賀（3月.4月.5月分） 

150,000、西田京子 100,000、ぬくもいホーム太陽 100,000,佐賀県宅老連東部ブロック35,000≪ふれ
あいみやき  、宅老ちよだひまわりの会、共生ステーションはれ 、宅老所  せど  5,000、まごころ 

5,000、ブライトハウス 5,000、本桜 5,000≫ 

神奈川ワーカーズコレクティブ連合会 1,000,000、ワーカーズ くまさん 70,000 、大田

はせさんず 200,000、温井 克子 50,000、ひだまり 30,000、多摩川にこにこ倶楽部デイサー
ビススタッフ一同、10,000高橋イセノ5,000、島田 慎太郎 30,000、古賀久恵 5,000、中継 正

恵5,000 

情報労連東京福祉ｾﾝﾀｰ 391,756、相互扶助の会いしずえ 河合竹乃 50,000、伊藤啓子 50,000 

山形わたげの会（2回目）56,950、、イワクママチコ 11,000、兼間道子100,000、市民協 50,000、

東京環境福祉会議デイサービスわたげ 25,305、北九州あいの会 50,000 

すけっとファミリー120,000円、芸南たすけあいスタッフ一同28,000、クローバーハウス （呉服町）

200,000、NPO 法人たすけ愛・手をつなごう会 39,766、流山ユー・アイネット 50,000、たすけあい

スプーン 200,000、NPO 法人福間ゆーあいの会 50,000、NPO 法人ふれあい富士 63,000、ハー

トフル 56,166、うぇりんぐケア センター宮崎 35,000、地域ケアネットワークゆぃまぁる

53,300、ぐるーぷ藤43,000（4回目）、市民福祉ネットワーク三重170,000、多胡光宗・キベテルコ

100,000、パーソナルケアサービスみもざ 392,000、ふれあいネットまつど（6回目）42,415、一

万人市民委員会宮城県民の会 300,000、稲葉ゆり子100,000、定永嘉代 50,000、在宅ヘルパーサ
ービス朊70,000、有限会社 ケアサービス研究所30,000、介護者サポートアラジン50,000、お互い

さま傾聴の会 35,000、佐賀県宅老所連絡会 655,703、ユーアイやちよ 210,778、城下邦芳

10,000、中村清子30,000、タカダカオル10,000、加茂秀ニ（加茂寿司）30,000、寺子屋ミニデイサ

ービス50,000、吉田政子（株式会社コモンズ）3回目20,000、中島和昭10,000、キタニ スミコ
10,000、前東 ふみ子 50,000、須田 弘子 50,000、田原博100,000、田原英敏100,000円、

田原美穂子100,000円、栗田祐輔100,000、赤嶺アヤ子50,000、丹生敏子50,000、加藤ひとみ30,000、

美那元薫30,000、古田亜希子30,000、平野幸子30,000、田中里奈30,000円、丁田直美20,000、江藤

健20,000、平野健10,000、岩本佳子4,000、高司雄平3,000円、加来由美子3,000、荒巻眞ニ1,000、

滝村2,000、椎原朗2,000、鼓楼教室第一期生5,131、 

平野覚治100,000、ABC 倶楽部（大西啓義）30,000、ふれあいネットまつど(5回目）40,000、小西 

伸彦30,000、三上安広50,000、生駒まごころ 80,053、ひだまり10,000、高澤ナミ子100,000、高澤

圭介100,000、鈴木幸子10,000、牧野さと子10,000、望月ヒデ10,000、前山央子2,000、村上初江

3,000、森本明子3,000、斉藤真澄5,000、村上喜男5,000、グループお互いさま6,363、田中茂子

50,000、ＷＡＣ「輝き」30,000、ＮＰＯ法人大田はせさんず 230,000、ぬくもり福祉会たんぽぽ

149,437、三宅章之12,000、ナカムラユリコ 50,000、小金原くらし支援ネット50,000、マチダサト

シ20,000、ＮＰＯ法人 ぐるーぷ藤51,700（2回目）、西田京子100,000、吉村香代子（瀬戸康夫の香

典返しとして）200,000、市民たすけあいネット100,000、ふれあいネットまつど(4回目）83,568、

チーム全労済岡山 50,000、コミュニティサポートセンター神戸100,000、島貫みち子30,000、ミノ

ダ ユミコ3,000、WAC 清水 オオシマ200,000、ともだち村148,500、山形わたげの会50,000、フク

ダ アサ5,000、お互いさまネットワーク100,000、あいコスモス100,000、福原 秀一50,000、田中
尚輝 100,000、ふじファンド100,000、おひさまくらぶ200,000、奈良 環 30,000、ほっと大東

50,000、ケアネット50,000、ファミリーサポーターさわやか50,000、隣の会150,109、瀬戸地域福祉

を考える会、まごころ50,000、ふれあいネットまつど（3回目）90,139、田ノ上サトシ・田上真子

20,000、桑山和子100,000、ＮＰＯ法人ネットワーク大府250,000、岡村淳映画上映会一同27,960、
愛コープ港北50,900、みんなの手90,000、介護サービスさくら207,125、吉田政子（株式会社コモン



ズ）2回目 32,420、ボランティア杜の家 79,389、たすけあいあさひ500,000、ハートアンドハ
ート菊川、10,000、ワタナベ カツミ 30,000、クロキケイコ30,000、ハンズグループたすけあいの

会すまいる10,000、山本敦子 10,000、牧野洋子50,000、サポートこもれび30,000、タケバヤシ 

ヤスコ20,000、生活介護支援 くまちゃん16,150、ふれあい福祉北九州30,000、永田秀雄100,000、

袰の会100,000、有限会社ケアさくら50,000、神戸ライフ・ケアー協会、500,000、岡村淳映画上映

会」27,960、おもいやり介護の会つくしんぼ5,000、クローバーハウス（京都）200,000、ウェーブ

50,000、小規模多機能ホームようこそ30、000、ナカタヒサコ50,000、ヒデシマクミコ50,000、カワ

セクミコ50,000、たすけあい平田50,000、さわやかたすけあい草加50,000、ﾜｰｶｰｽﾞかすがい70,000

中野ふくし倶楽部100,000、わたらせライフサービス100,000、曽根清次10,000、たすけあい佐賀

315,285、たすけあいの会ふれあいネットまつど50,000（2回目）、菅野忠雄20,000、栃木地域福祉ネ

ットワーク50,000、50,000、中村喜佐子100,000、福寿かがやき100,000、吉田政子（株式会社コモ

ンズ）189,000、ぐるーぷ藤240,000、あすなろの会100,000、鈴木睦夫50,000、多摩川にこにこ倶楽

部50,000、たすけあいスプーン（野田市）30,000、イトウケイコ 50,000、たすけあい組織鼓楼
1,000,000、島津禮子100,000、じゃんけんぽん57,000、たすけあいの会ふれあいネットまつど

50,000いぶりたすけ愛100,000、ギフ福祉ネットワーク東部55,000、自立共生会50,000、医療法人創

健会50,000、ちくほう結50,000、水野嘉女100,000、井上謙一20,000、鈴木明与50,000、芸南たすけ

あい300,000、芸南たすけあい 島本副代表100,000、芸南たすけあい 島本幸子理事100,000、サポ
ートハウス年輪100,000、サポートハウス年輪(スタッフ）95,424、 

 

≪お願い≫恐れ入りますが、支援金送付の際に、特定非営利活動法人や NPO 法人という法人格は省
いてください。また領収書が必要な場合には事務局までご連絡ください。 

 

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

市民協 東日本災害支援 支援金口座 送金先 ：三井住友銀行 浜松町支店   

（普通）９１０１１７１ 口座名 特定非営利活動法人 市民福祉団体全国協議会 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

こうれいしゃ死から生へ 

  介護保険推進機構顧問弁護士 村田 光男 

２ 椅子 

４つ目のテーブルでよくあることは、席の間違えだった。Ａ子らが配膳をしている最中、Ｖ男が食

道に入ってきた。杖をついている。いつもの席に向かった。白髪に櫛目が入り、和服の襟元に乱れ

はない。袴こそ履いてはいないが、風格がある。いつも和服だ。Ｖ男が食堂の入口から前に進んだ。  

 

ドン・・・ドン・・・ 

「（誰？ やかましいわね。）」Ａ子は思った。 

杖の先を木の床に激しく突き立てる音だ。 

ドン・・ドン・・ドン・・  

そして・・・ 

ドン・ドン・ドン・ 

さらに 

ドンドンドンドンドン 

何事か、食堂に緊迫感が走った。 

「なぜ、あんたが座っているんだ。」 

あんたと呼ばれたＳ子は答えない。 

「・・・」 

「なぜ黙っているんだ」 

「・・・」 



怒るＶ男の声は食堂に鳴り響いた。あわてた職員ｂが小走りに駆け寄った。 

「Ｖ男さん、申し訳ありません。Ｓ子さん、こちらへどうぞ。」 

Ｓ子は相変わらず何も言わない。 

「・・・」 

「そこは、わしの席だ・・・」 

Ｓ子は職員ｂとともに、同じテーブルのＳ子の指定席に移動した。 

「何をやってるんだ。（私はもう９０だ。和歌山から東京に出稼ぎに来て、同じ和歌山の女性と結婚

した。ひとり子どもはできたが、私のところには寄り付かない。殴って育てたせいかもしれん。男

の子だったから厳しさが大事だと考えた。甘やかしちゃいけない。だから抱いてやったこともない。

やがて息子は私に嫌われていると思うようになったようだ。小学校の高学年でもう父と子の会話が

なくなった。なぜ口をきかないのかと言っては、また殴った。女房が許してやってくれと泣きなが

ら割って入ったこともあった。私は子どもを憎んでなどいなかった。筋金入りの人間に育てたかっ

ただけだよ。しかし、子どもは私を憎むようになった。それでも私は息子の学費は払いきった。大
学まで出してやった。息子もぐれることなく大学を卒業した。その卒業式の日、十年ぶりで口をき

いた。息子が言ったことは・・・俺はあんたが嫌いだ、だった。それきり息子は家を出て行った。

寄り付かなくなったよ。女房は息子が大学を卒業する年に死んだ。心臓麻痺だった。息子の卒業式

の直後に逝った。苦労をかけたからね。私を待っていてくれる人はいなくなった。だから家を売っ
てここに入った。この部屋以外に私を待っていてくれるのは食堂の椅子だけだよ・・・自分の部屋

を出た後は、その椅子だけが私を待ってくれている・・・）」 

そのＶ男の思いは顔にあらわれていた。Ｖ男は入居してからまだ日が浅かった。 

Ｖ男が落ち着き、Ｖ男の食事が終わった頃、職員ａがＶ男の傍らにそっとしゃがんだ。 

「Ｖ男さん。ごめんなさいね。あなたの大切なお席。私どもがもっと注意すればよかったのに。ほ

んとうにごめんなさい。」 

たかだか席を間違えただけのこと。なぜ、そんなに謝るのか、と誰もが思うはずだ。 

職員ａは続けた。 

「私たちは、２６名の皆様がそれまでの人生の中で味わった最上の喜びを再現させたいのです。で

きれば、その上の喜びをお届けしたいのです。そのためには、２６名の皆様の協力が必要です。Ｖ

男さんの喜びを実現するためには、Ｖ男さんご自身の協力が欠かせないのです。Ｖ男さんの最上の

喜びを実現するために、ぜひお願いしたいことは、２６名が共に生きるこのホームの中で、２５名
の皆さんの過ちを許してあげていただきたいのです。家族のように、許してあげていただきたいの

です。許しをいただけた時、２５名の皆さんはＶ男さんの家族となり、Ｖ男さんの最上の喜び実現

の協力人となって下さいます。よろしくお願いします。」 

職員ａは一気に言い切って、そして頭を下げた。 

しばらくしてＶ男は答えた。 

「わかりました。」 

 

翌朝。 

Ａ子が食堂に入り、いつもの席に向かうと、Ａ子が目指した席にはＳ子が座っていた。 

タン・・・タン・・・ 

タン・・タン・・タン・・ 

タン・タン・タン・ 

タンタンタンタンタン 

スリッパを木の床に叩く音が食堂にこだました。かかとを浮かし、スリッパのかかと部分を床に打

つ音だ。 

「なぜ、あなたが座っているんです。」 

あなたと呼ばれたＳ子は答えない。 

「・・・」 

「なぜ私の席に座っているのっ」 



「・・・」 

怒るＡ子の声はＶ男のテーブルにも聞こえた。あわてた職員ｂが小走りに駆けよった。 

「Ａ子さん、申し訳ありません。Ｓ子さん、こちらへどうぞ」 

Ｓ子は相変わらず何も言わない。 

「そこは、わたしの席・・・」 

職員ｂはＳ子を、Ｖ男と同じテーブルのＳ子の指定席に誘導した。そして、職員ａは、Ｖ男にした

と同じように、Ａ子に話し頭を下げた。 

「わかりました。」Ａ子は言った。 

「（そんなに怒ることではない。許してあげればいい。Ａ子もわかってくれたようだ。）」とＶ男は思

った。 

 

たかが座席のことだ。しかし、自分がいつも座っている座席が他人に占領され、自分の席がなくな

ることに、Ｖ男もＡ子も敏感だった。おそらく、Ｓ子以外は全員敏感なはずだった。 

自分の席は、自分の存在。自分の席が奪われることは、自分の存在が奪われること。そんな感覚で、

皆、この施設で生きている。食堂はほんとうの家族の集まりではない。入居者にとって食堂は、社

会そのものだ。その社会に対峙するとき、決まった席がどうしても必要だった。居場所が何として

も必要だった。終の棲家において居場所を死守しなければならない高齢者。その気持ちは、当事者

でなければわからないかもしれない。 

しかし、「再びの家」は、食堂を家族団らんの場にしようとしていた。それぞれの長い人生のひとコ

マさえ共有していない人々が家族のように暮すなどあり得ないことだ、と普通ならば誰もが思うだ

ろう。それでも、この施設は、最後の人生の生活の場を最上の舞台とすることに向かって挑戦して

いた。その証拠が、図書室に置かれた「私の履歴書」と題する図書だ。ひとりひとりに１冊５０頁

の「私の履歴書」がある。入居者本人の了解を得て、本人および関係人からの聞き取りをもとに職

員がまとめた入居者の歴史を綴った小冊子だ。本人の趣味や嗜好、好きな俳優まで書かれている。 
 

さらに翌朝。 

全員が指定席に座っている。何事もない朝。川の流れだけでなく、食堂も静かだ。 

Ｖ男のテーブルにはいつものメンバーが座っている。Ｓ子も座っている。 

「静かですな」とＶ男。 

「ほんとに・・・」皆が口をそろえた。 

「たまには静かに食事するのもいいもんだ。」Ｖ男はそう思ったものの、皆に話すことがないのなら、
ぜひ、自分の経歴を聞いてほしいとも思った。 

その時、「Ｖ男さん、何かお話になって下さい。」Ｔ子が言った。 

私の心が分かるのかね、とＶ男は驚いた。が、察知してくれたことが嬉しかった。 

「私は自治会長もやったし、民生委員も頼まれた。仲人もやった。お話したいことが山とあるんで
す。」 

「（Ｖ男さんの経歴を聞けば、Ｖ男さんと会話が弾むだろう。ならば今度は私の話をＶ男さんが聞い

てくれるかもしれない。知り合わなければ何も始まらないね。）」誰かが思った。 

「自治会長といっても市の自治会連合会の会長にはならなかった。どうしてもなりたい人がいて、

私はその人を推薦した。私は出しゃばりではない。自治連の会長など、たいした役じゃない。大切

なのは個々の地区の会長だ。私は地区の自治会長だった・・・。あるとき、副会長が自宅にやって

きた。ひとり暮らしの老女が振り込め詐欺にだまされたというのだ。老女のひとり娘の連れ合いか

ら電話があった。会社の上司の借金の連帯保証人になったところ、上司が自殺し、借金が残ったと

いうのだ。５００万だった。何とか助けてほしい。お母さんしか頼れる人がいない。妻には話せな

い。不安にさせるし、ばかにされたくもない。何とかお願いしたいと電話の向こうで泣いていた、

というのだ。老女は、婿さんが自分をそんなに頼りにしてくれたことはなかったことや、娘家族の

生活が壊れては大変だと思い、出してやることにした。案の定、コンビニのＡＴＭに誘導されて振



り込んだ。後日、娘家族が遊びに来た時に発覚した。金は戻ってはこなかった。幸い、娘や孫には
知られずに済んだ。しかし、婿さんにはわかってしまったよ。」Ｖ男はそんな話をした。 

「（皆、話したいことがあるよ。聞いてほしいことが山とある。）」Ｔ子、Ｕ子、Ｗ子、Ｘ子、Ｙ子、

Ｚ子、そしてＳ子もそう思った。 

「老女の落ち込みはひどく深いものだったね。５００万円。金額も大きかった。しかし、老女が一

番こたえたのは、婿のことでだまされたことだった。しかも、それを婿に知られてしまったことだ

った。娘のことならまだあきらめがついた。娘を思ってしたことだ。死んだ夫も許してくれるだろ

う。だが、これまでそれほど自分のことを大切にしてくれたわけでもない婿さんのことでだまされ

たことが悔しかった。その上、婿さんにわかってしまった。ばかにされやしないか、心配だった。

愚かな母親だと思われないか・・・。副会長から話を聞いた私は、すぐにその老女に電話した。そ

してその日のうちに老女宅を訪ねたよ。」 

「だまされてから３日目だった。ほんとうに落ち込んでいた。そこで私は言ったんだ。だまされた

とはいえ、婿さんのために５００万円も出してやったんだ。それを聞いて婿さんが不愉快になるは
ずはないよ。だまされた愚かさよりも、婿さんのために肩代わりしてくれたということが、婿さん

の心に届いているはずだ。あんたのきっといい家族になる、と言ったんだよ。」 

Ｖ男は皆に聞いてほしかった。皆は食事の箸を置いて聞いてくれていた。 

「ありがとう。つまらん話をよく聞いて下さった。感謝するよ。」Ｖ男は尐し涙ぐんだ。 

皆は箸を取り、食事を再開した。この光景を、職員ａはそっと見守っていた。 

 

 

 

 

 

グランマリバーサイド立川 

高齢者賃貸住宅入居者募集中です！！  

 
 

 

詳細はこちらから・・・・・・・ 

http://www.granma.jp/riverside-t/index.html 

 

★介護サービスさくら ★おもいやり支援センターくまの ★グリーンコープ ★ 

★たすけあい佐賀 ★全労済 ★宅老所を全国に広める会 ★ 

★一般社団法人 市民事業支援機構★ 
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